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乳牛多頭化過程に関する一考案

工　藤　英　一
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1　序

　北海道に転ける乳牛飼養の最近の動向をみると、まさに激動とよぶにふさ

わしい麗欝て ｣．御・．つ如・・難鯵頭簸は・広く綻地域にか

たより、大量の離農者を流出するなかで論こなわれて訟り、しかも単に乳牛頭

数の増加のみにとどまらず、購時に急速な土地拡大、牛舎等施設の拡充、機

械の導入がはかられている。

　だが、これら生産諸画素の拡充は本来たえず一定のバランスを保つことが

望ましいにもかかわらず、現実には必ずしもそのようにはならず、しばしば

年次的ずれをもって拡充されていたり、全く拡充されていない場合臨ある。

しかも、ζれらの生産諸要素に対する投資額は多頭化にともなってますます

多額になって海り、そのほとんどが嘉慶資金箏の惜入金に薦賃っているため、

奪イ賞環額もしばしは過：重1《なり　　　　　　　　　　　　　　　そこに多頭化しつつある経営の悩みがある
　　　　　　　　　　　　　　～11

のである。その意味で、多頭化にともなって生産諸：要素をどのように謎達す

べきかは、きわめて今臼的な意義があるが、広稿では、それに対する予備的

考察として第1に最近に慶ける乳牛の多頭化過程に訟いて生産諸要素がどの

ような相互関連をもって進行しているのか、そして第2に個別経営に澄ける

多頭化遍縫での生産諸要素の拡充は、年次的ずれをもっていたり、ある要素

が拡充され軽いことがあるが、このような中でどのようにして多頭化を可能

’にしてきたのか、を明らかにしたいQ

　2　対象の限定

　課題の設定にあたり、いくつかの窮鼠をもうけるため、以下若干北海道に

蔚ける乳牛多頭化の鋤陶を地域励にみることにする。

　北海道に：嶽ける乳牛飼萎（有畜化）が推進されるのは、昭和2年の第2期

拓殖弓懸であるが、この縛点では無牛農家を1～2頭の飼養農家に変えただ

けであった。しかも、戦後昭和2蛋年から実施された「北海道家畜貸付規翼駐

もすでに乳隼を飼養している農家を対象外にしていたため、1～2頭飼養の

　　　　　　　　　　　　　　　一48温



農家をつくりだしたとはいえ、乳牛専業経営をつくりだすにはいたらなかっ

た。この基調が改訂されたのは昭和35年に蔚ける「道有牝牛貸付制度」に

よる
　　。（2｝

　昭和35年は丁度、高度経済成長政策がうちだされる時期であり、農業に

冷いては農業基本法（昭和36年）が制定され、自立経営の育成政策が本格

化してくるのである。そして、これらの政策は、乳牛飼養形態に急激な変化

を強制し、北海道に於ける乳牛飼養は地域別に大きな変化をもたらす。

　い震、北海道に語ける乳牛多頭化の動向を地域辱l！にみる場合、大蜜かに次

の3つの罐帯に分ける。第1は、空知、土揖を代表とする稲作麺帯、第2は

十勝、網走を代表とする畑作地帯、箆9は、根室、釧路を代表とする酪農地

帯である。つまり、乳牛多頭化の爵向は、たえず他部門（稲作、畑作）との

結合・競合のなかで進められてきたため、麺域別に乳牛の飼養動向をみる場

含、乳牛飼饗邊家が全体の燈家数の中でどのような層を竜っているのかが重

要になる。したがって、それをみるために模式的に作成したのが図1である。

〔図　1〕 模　　式　　図
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①は、稲作地帯に齢ける多頭化のパターンである。つまり、これらの地帯に

訟ける乳牛飼養は、昭和3善年までは1群当り乳牛飼養頭数は2～慕頭段階

に達し、同聴に乳牛飼養戸数率恵高まってハるが、昭和35年以降は年々乳

牛飼養戸数率が減少し、しかも30年代初期に診ける乳牛飼養戸数率をはる

かに下まのるような中で多頭化が細こなわ漁て慶り、ここに昭和3δ年以降

はやくも稲作十乳牛という飼養形態がぐずれ、乳牛の多頭化は極めて限定さ

れた農家旛の中で進行していることを示している。

　また、②で示される畑作地帯では、3◎年代初期より乳牛飼養戸数率も比

較的嵩く、その後飼養戸数率も除々に高蓑る中で多頭化がはかられていたが、

昭和曇5年以降若干飼養戸数率が下がる鎮向を示している◎だが、これらの

地帯では稲作地帯でのように乳牛飼養を排除するようには必ずしも進行せず、

畑作と乳牛撫養が結合関係をもちつつ多頭化が進行していると思われる・

　さて、上述した①，②の乳牛飼養形態に対して③で示さ崩る酪農地帯では

30年代初期よりすでに乳牛・飼養戸数率は50％をこえて冷り、それ以降年

々乳牛飼養戸数率の上昇をもたらしている◎ただし、紹和35年頃までは1

戸当り乳牛飼養頭数は3～硅・頭段階までしか達しておらず曝乳牛専業経営と

はいたっていない。これらの地域における乳牛飼葵形態が専業化するのは、

むしろ昭和35年以降である。　しか庵、それ以峰の三戸当年町頭・数の伸「

びは他のどの地域の遷従をも許さないいき澄いで進行しており、同時に乳牛

飼．鱒戸数率も高ま夢、　憂？隼．現在でみるならば、乳牛飼養戸数率は、

825％，1戸当り頭数25鎮であ参、文竿通り酪農の先進麺として位麗づけ

ることができよう◎

　以上のように、最近にお・ける乳牛多頭化勲向を地域別にみたが、乳牛飼養

の最も層の厚い地域は根釧地域を代表とする藁地型酪農地帯であることがわ

かる。

　従って課題への接近にあたり、限定される地域は根釧地域とする。しかも

多頭化の過程を追う年次的限界は、乳牛飼養影態㊧本格化する35年以降と

する。

　　　　　　　　　　　　　　　－50一



　3　根釧地：域に．お｛ナ1る乳牛多頭化過程

　そこで、まず根釧地域に細ける乳牛飼養の多頭化過程をみていぐことにす

る。

　根釧地域に聞ける本格的な乳牛多頭化が35年以降にはじまつだことはさ

きにのべたが、い蜜35年を100としてその指数をみると、垂0年165．4，

染7年37α◎となり、わずか10余年の聞に3．7倍に竜頭数が増加している。

しかも、その伸び方を年次的にみると、いわゆるr不足払法」の制定以降、

具体的には42年以降により急速に頭数増加が進行しているのである。

ド不足払法」の矛盾についてはすでに指摘されているところであるが、この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尋｝
制慶によって一応乳価水鑑を引きあげることに溜り、そのことがより一屡の

頭数増加を推進せしめたものと思われる（，

　では、このような急速な乳牛頭数増加を可能にしたものは何であったのか。

そこで、乳牛飼養に最も不可欠である±地面積のi剰・向をみると、35年には

乳牛飼養戸数率が70％瞬ぐであったとはいえ、犠だビート、馬鈴薯等の普

通畑の面積が牧草地より多く、この隔…点ではまだ畑作中心であったことをう

かがわせるが、その後畑作と乳牛飼養との結合形態は急速にくずれ、酪農専

業化にむかうため普通畑の面積権年々減少し、忌7無現在農絹麹面積に占め

る普通畑の割合はわずか3．4％を占めるにすぎなく姦っているのである。

　これに対して牧草地面積は年々急速に増加を示して搾り、＄5年には農用

地面積のわずか25％で、、むしろ野草地，山林利用麟稽の方が多く、そ

のことから35年から4⑪年頃までは牧：草堆化をけかるとはいえ、壕だまだ

粗：放な中で草生藤：が診こなわれていたことを知ることができるが、　↓達隼以

降は、この関係が逆転し、牧草鍬を中心とした乳牛飼養が冷こなわ沸、4？

年現在には農絹地・薦積の74・％を占めるにいたっているく，しかも、農用鏑四

二が減少傾向を示していることから牧軍堆の増加は、善通畑及び野葦繋鱗の

土地を牧葦地に変える中で増加しているものと思のれる。

　ところで、農用地面積に志める牧草地面積比率の禽まりは、農月糠面積滅

少の中で乳牛の多頭化が進行していることからみて、いわば必然的方向であ

　　　　　　　　　　　　　　　一51一
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ると云えるが、粗放な土地利用から集約的な土地利用への変化は、より一層

の労働力の投下を必要とする。だが、表で示されているごとく、農作業の時

しはしぱ重要な位概を占める補助労働力をふくめる農業従事・者数は年々急速

に歓少し、この誠少傾向は、具体的には多頭化に伴う夏場に輝ける牧葦刈取

り、早智、サイレージ調整等の農作業の増加という時点で極端な労働力不足

舷ね `しかも鞭の醐状灘年々鍍一匹しぐ・かつ減少して籾・

その不足を補充するだめに、夏場の1～2ケ月閥大学生。高校生等を雇罰す

るが悶に合⑳ず、その結果農家蘭の労働交換・手伝いを急速に増煎させるこ

とになっている。

　しかも、乳牛の多頭化はいまいっだように単に土地利用の集約イヒのみでは

なく、実際には36年以降すでに零細な土地飯有と矛盾しはじめて診り、多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6｝
頭化にとも友って土麺面積の拡大を必然化するため、畜力からトラクターへ

の転化が急速に進展してくるのである◎

　このように、乳牛の多頭化過程は乳牛頭数、土麺下積、労働力、機械それ

ぞれが様々に関連しあい、相互に規定しありながら進展しているわけである

が、竜う少し具体的に生産要素間の相互蘭係についてみることにしよう。

　第2表はそれをみるために作成さ治たものであるが、これによると1戸当

り乳牛飼養頭数は35年当蒔は，4．5頭であったのが年々急激に増加し、47

年には2曇．9頭になっている。そしてこのような多頭化の中で1戸当り專従

：二野は年々わずかずつながら増加して診り、このことからも多．頭化にと竜な

って労働力の増加の必要性がうかがわれる。（？）

　また、1戸当り採葦：放牧蟻面積をみると、年々急速に拡大されているのが

わかるが、乳牛頭数との関係でそれをみると、3旨年当聴1頭当り約3，0ha

の採草放牧：地があったものが47年にけわずかL粟haになっている。しかも

採草放牧地には野草地・山林利稽嫌もふく蓬れているため、配物の牧草塊け

もっと少いのであるQしたがって、1戸当り採草放牧地が増加しているとは

云っても、乳牛頭数の増加傾向にたえず騎くれるよう表かだちで土野拡大さ

カ，ているだめ、年々牛と土蜘との相互関係はせばめら泊つつあるのが現状で

　　　　　　　　　　　　　　　一53一
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あり、その意味で乳牛の多頭化は土麺面積上からみるとますます制約性を診

びrぐきたといえる。1

凄てろで・r紡嬢牛麟三食繭と採轍牧騨大回三体駒聞

乳牛飼養管理労働と農場労働の増加をも臆すが、専従束論の増ブ瀬ず覗ご

くわずかであり、したがって専従者1入当りの牛舎管理労働翫分と嗣場労働

部分の増加をもたらす。嚢に示さ潰振いるごとく極L年には専従者1人当り

乳牛頭数は生噸であったのが姻年には約10頭瞳って冷り、圃拶に診

いても4王年には7．9haであった¢）カ1、婆？年には10．2haに増加している。

そして・このよう鰍牛灘の単軌（とも勧牛舎髄労観土ゴ・岬用の

集約化・土地拡大にともなう顧i場労働の増加を可能にしてきたのが、ミルカ

ー，バンクリーナー，バルク・クーラー，トラクター，チヨツパー．べ一

ラー等の機械化であろうと考えら才曇る。実際トラクター利用農家率は急速に

増加して澄り、ミルカーに診矯ても、統計資料の不足はあるにしても、亭『

年現在1戸当り1台を越えているのである。

　以上のべたごとく、根釧地域に牽ける乳牛の多頭化過程は、乳牛頭数、土

地面積、労働力、機械がそれぞれ様々にからみあい、相互に規定性をもちな

がら進展しているわけであるが、これらの生塵諸要素の結合のされ方は犀次

的に必ずしも一定の比率をもって進展されてはいない。』つまり、統謝におい・

ては生産諸要素が年次的にたえず変動を示しているが、異嗅的な綴別鰹鴬に

紳て姓産臨画統購灘《・ひげれをもつ効，アン六ラン、級・1罐

のま雀に：なっていることがしばしばある。

従って・締酌方法からは・難的瞠学業生伸鉄っ徳礁寛和

醐る生漉嚇の硫耀、細るこ鵬で転％しかも・高訓勺にあら

われる数値は個別経営がそれぞ力凄かカた条件のなかセどのζう．に射幽した

結果であるのかが不明である。

　そこで次に、具体的に農業生産を損っている個別経営に診ける乳牛飼養の

多頭化過程をみることにしよう。
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〔第3表〕
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乳牛多頭二二聡に澄ける生霊請一要素の二二状抄己
（入，hα，頭，台）
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4　倒別経営における乳牛多頭化遍程

　第3表は、個別経営に帯ける最近10年蘭の多頭化過程を中擦淳町に澄け

る実態調査結果をもとに排撃しだものである◎

　表では示ぎたかったが、ぎまとんどの経’営は38蘇£～40年に酪農専業経’蛍

になって和り、従って表で示された多士化旗豊程倣鳶鉛よそ酪農専1業1経営に友

．ってからの過程を議してい，る。震ず、いずれの経鋭’にむいても多頭化にとも疲

って：±：地平積、貸船～1、農機具攻どの生国：慢罵素の拡充が蹄ごヒかられている。

　さらに、多鑛化にともなう生産諸饗素の拡充過程をこ凌かぐみれぽ、砥と

んどの経営にむいてまず多四手（専業化）に先行するかたちで牛舎讐施設の

拡充かはかられ、次いで乳牛の多頭化にややおく才1るようなかたちで土搬の

拡大がはかられ、そしてつぎに鋤場関係の機／lli髪化が進行している。しかも、

より多勢化のはげしく進行している農家は、さらに土地拡大、本格的壕設備

をもった野禽施設の拡充及び麟走式ハーベスターにみられるような大型機械

の導入。利屠を澄こ壕っているのである。

　以上のべたごとく、乳牛の多頭化過程に耀ける生馬下要素の拡充は、一度

に詮こなわれないで年次的にずれを唾，って診り、しかも一定の序ダil性をもっ

て進行しているが、このような序列性についてはすでにr投資の序列性」と

して捌継れている。（話して・このような静盤のあらわれる舳とし・瓜

第｝に、経済的要因として「多額の資金を一一賭に：調達することが困難である

という制約ムそしてこのことに関連して「すでに冷こ表わ才1た資金投下の
　　　　　〔窃

翻収がどの夕焼進んでいるかということが新規投資に対する制約として働」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤
くということ、第2には技術的要霞として、　「経営の転換にともなう技術的

な諸変化は…たとえば乳牛の飼養撃手やトラクターの運転操作の習熟のため

に一定の経験隼数を要することから…遂次的に投資を進める方が有利な場合

も少なくない」としている。そしてこのような「二つの制約が交錯する態様
　　　　　　11i！

は、…個別経営にとってはいわは与件的な意義をもっている壌境条件によっ

て大き「〈左右され…したがって、かような複雑性をはらむ動熊的象過程の把

　　　　　　　　　　　　　　　一5G一



握分析にあたっては…経営内的な2つの制約を明確に弊珊しながら、これら

の柑野田の矛盾。対向闘孫かいかなる経済的な暴盤の上であらわれているか

途因果的に把握するという野鶏が不可欠である｝ことを指摘さ巾ている（）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛121

　本稿では、とりあえず個別経鴬に即ける乳牛飼養の多頭化過程は、緯i鴬を

とりまく社会的経済的条件によって制約されて滋り、その制約の結果が生産

諸要素の拡充過纏にあらわれているという認識の毛とで、制限された生干諸

要素それぞれが互いにどのように規定し合って多頭化が可能になっているの

かを技術的側面よりみていくことにする。

5　乳牛多頭化過程における技術対溶

　第4淡によると乳牛の多頭化は嵐来採草放牧地の増加を必然化するが、い

ず海の騨営にお・いても乳牛1頭当り土地1藤積は凌碁々減・少している。しかも多

頭化の過程で桐織かお・こなわれてきた1※草放牧鋼の増掴も40年代の前半に：

は乳牛！頭巌り採：草放牧土li7の増加をもたらして旧い允ものの後半になってく

ると採草放牧：麺の1朔積の甥舜加をもたらす程度に：は方って訟らず、むしろ採草

放牧地蜂積の低下を齢しとどめようとする働きしかは尭さ攻くなっていろ、，

　この」：うな状態は、いわゆる乳牛頭数の増加傾向に土鍋拡大が於いっか叢

く簸つた結果といえるが、そのため野菓擁、山林利爾緯の糧敷な土蜘利用か

ら出発した乳牛飼養形態の変化を必然化したのである。つ盛り、いず勲の終

営に細いても4（1年以前にけ牧草の刈取りけ玉番刈のみであったのが、やが

て2番刈を必要とし、中には9番刈を澄こなっている農家もあるく）そして、

刈取り回数を増加させることによって｝二二の賠には二巴の生半：畢が反収2

～3t程度であったものが5tまで増加させ、そのことによって乳牛の多頭

化を可能にしてきたのである。だが、この牧草の刈取り下肥のふえる年次に

若干個々の農家閥に開鳶がみられる。それは乳牛頭数に労する採：革於牧：鋤彫，

積の蜘疹もたら勧て噂・つ細・穫α2・糊にみ阿る土駅余裕の
壕い庭象は2番刈に入る晴期が早く、Na　8にみらカ．るごとく、土鋤に比較的

　　　　　　　　　　　　　　　一61L’田
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余裕のある農家は2丸刈に入る聴期が澄くれるのである。

　さて、乳牛の多頭化は農家勘で土地に余二裕のある農家とそうでない農芸と

の蘭に若干年次的なず滋があるにしても、紙誌刈取り鷹数の二方ζ欧t土地二期

の集約化を必然化するQつまり、牧草刈敢り羅数の瑠加は、1病冠の向点で

の無鷹島では燈力の楓退を凝ねくだめ靖三囎，化学毘料の投入を必要とする。

叉、表に示さガ1ているごとく箪地の契新についても考えら酒るようになり、

5～7年の車地更新庫阪をもうけるようになつ沈のである。

　ところで、草地改艮の進展はトラクタ～イヒを可能にし、．上にのべたごとく

土鍵荊翔の集約化はトラクター化を必要とす多。そしてトラクター一の導入は

鋼壌の行動範鰯を広げ、論点に云云，堆麗を充分施用できるようになり、そ

のことによって牧草の生産録を大巾に喜慈め允のである。また、トラクター化

は箪の生藤量が増加してもその処理を『績葦囲にしためである。

　だがトラクターの導入は上述した土地利翔の集約化に必ずしもマッチして

細こなわれてい癒いことを指奏芳しなけ泊ぱならない。そ酒は、機械の導入は

癒溺恩寵にとって多額の投資を必勢とし、しかも脳謬作業の性；整．上から作業

機も一式そろえら昇る必要・があるため、　しばしば利用縮合を回心して利用す

るため偲別農家の必聾度に必ずしもマッチし方いこともあるのである。

　以．上のように、乳牛の多頭化：過程に澄しハて生産諸要索は報互に規定しあい

関連しあいながら牛乳生1塗が譲…≧こ簸ね贈ているが、土麺利拝1の集約化にとも

なう牧草生産蟻の増加1ぽ具体的には乳最水雷にどのようにはんえいしてきた

のであろうか。

　鏡5表によると、いつ潰の経蛍に占いても多頭化にともない擁乳牛3頭当

り乳量か増加している○しかし、い該月別乳蟹を最高四温燈に対する最低副

乳輩の比でみると、必ずしも、今臼田での過程では、その比率は高まってい

ない。その点では、まだまだ技術的な不安定性を感じるが、轍？，総8の縫

家では約50％に達して冷り、そのことから土地条件の優利性，施設条件の

優利性を感じさせる。まπ、2等乳割含は、年々減少していることからみて、

圃場労働の集約化にともない牛舎管理労働の部分に齢いても集約化がはから

　　　　　　　　　　　　　　　一一s6漏



れた結果であるとみることができよう。

　6　　要約と今度の課題．

　以上かんたんに四四地域を事例にして乳牛の多頭化逝程に齢ける生野諸蓼

素の相互関係について考察した。

その結果、根釧四域にお・ける乳牛の多頭化は野草地、山林利押という粗放な

土地利用を中心として出発したが、土麺臨積の制阪性からやがて、土蛾利用

の集約化を必然化し、そのため普通畑、野草辮・山林利用地の牧草鋤化が急

速に進iんだ。しかも、これらの土地利常の集約化と同時に梱別的には土ゴ1｝｝1拡

大を必然化するため圃場の嬢械化が進展する。また、午奢管理の瀟でも多頭

化は省力化を必要とし、ミルカーが急速に普及している。

　次に、個別経営に細ける生麓il諸夢素の拡充過育超は、凌ず多願化（専業化）

に先行するかたちで牛舎施設の拡充がはからわ、そしてついで乳牛の多頭化

にやや澄くれるよう壕かたちで土耀の拡大がはかられ、つぎに下膨関係の機

械化が進行しているのである。そしてこのよう壕拡充遇程を主に四季i顧勺側蒲

よりみると、乳牛の多頭化は土舞拡大を必然化するが、講達される土納け主

に離農跡地であることから乳牛の多頭化にともなうかたちで必ずしも土鍬拡

大が澄こなわれ煮レ㌔しかも、多顧化けより多くの牧草三三を必弊とするだ

め、従来より齢こ煮っていた1番刈一一無比準こ1というパターンはくず海、2

番刈（3番刈）＿＿＿堆歴・肥料投入というパターンを必然化する。そこに圃

場の機械化が必然化づ｝る理由がある；が、圃；勝の機械化けイ乍業機を含めると多

額な投資に表るため、共瞬で利用される場合が多く、したが一）て個別経営に

とって必ずし亀望ましい段階で導入されてはいない。しカ・し一度機糎が導入

されると、それは呼野作業にいちじるしい変化をもたらす（）つ震り、機械化

は、堆肥・肥料施用の行謝範囲をひろげ、多肥のきっか砂をつく．っ允Qまた

草生産量の処理能力をいちじるしくたかめたのである。これらの圃場作業の

機械化に対して、牛舎に冷いても多頭化にともなって省力化が進行する。つ

凌り、家族労働力が2～3人のもとでの毎日朝晩の搾乳は手搾りからミルカ

　　　　　　　　　　　　　　　一67一



への転化を必然化する。蜜た．より一警の多頭化はミルカーからさらにパイ

プライン方式に転化させるのである。糞尿処理に解いてもバーン・・クリーナ

ーか急速に普及してくる◎

　このように、多頭化過禮に鋤ける生塞諮幾素の拡充は、さまざまな制阪は・

あるにしても、一定の行渤のパターンを示して澄り、そこに「投資の序列性」

といわれるゆえんがあるものと思われる。

　ただし、本婿では技術的側石［1からの粥摘にとど芸って痴り、その意味でこ

の技術的側颪とからめて経済的条件及び個別経営に痴いて与件となる環境条

件が生無糖要素の鉱充にどのような規定性をもつのかという側藤からの丁々

が新たな誤題となる。

　このような方法をとることによって、今騒あまり取扱うことの出来なかっ

た糊端部の縫・鰍投解聞する角野趣され疑叡る・
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（111　同　上　　　P．　23

112｝　同　上　　 P．　23

｛13｝施設投資は何年か先の乳牛頭数を見越して澄こなわれると考えるが、専

　業化以前に診ける施設は牛舎というより畜舎・納屋が多く、多頭化にとも

　なってしばらくはつぎ允しを語こ癒い、やがて太格的に牛舎を新築してい

　るようである。
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